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援
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巻か

ん

頭と

う

言げ

ん

貞森　裕
副院長

当
院
の
大
き
な
役
割
は
、質
の
高
い
医
療

を
安
全
に
行
い
、地
域
に
安
心
と
安
ら
ぎ
を

提
供
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、患

者
さ
ん
と
ご
家
族
に
診
療
を
気
持
ち
良
く
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
、院
内
の
療

養
環
境
を
常
に
整
備
し
、時
に
更
新
し
て
い

く
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
病
院
で
は
各

部
門
が
療
養
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、今
回
は
そ
の
推
進
役
を
担
っ
て
い
る

療
養
環
境
整
備
委
員
会
が
日
々
行
っ
て
い
る

業
務
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
院
の
療
養
環
境
整
備
委
員
会
は
、診
療

部
・
看
護
部
・
医
療
技
術
部
・
経
営
企
画
部
か

ら
選
出
さ
れ
た
21
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
業
務
内
容
は
、①
全

職
員
の
接
遇
能
力
の
向
上
、②
患
者
さ
ん
か

ら
の
意
見
箱
へ
の
投
書
対
応
、③
患
者
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
と
結
果
解
析
、④
院
内
の
ク
リ
ー

ン
パ
ト
ロ
ー
ル
、⑤
年
度
ご
と
の
目
標
標
語

（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）の
作
成
と
周
知
で
す
。

1
．
接
遇
能
力
の
向
上

全
職
員
を
対
象
に
外
部
講
師
に
よ
る
接
遇

研
修
会
を
年
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
昨

年
度
は
、教
育
研
修
委
員
会
と
共
同
し
、日
本

航
空
の
客
室
乗
務
員
経
験
者
の
方
を
講
師
と

し
て
招
聘
し
開
催
し
ま
し
た
。
当
院
緩
和
ケ

ア
科
の
岡
崎
医
師
の
尽
力
に
よ
っ
て
実
現
し
、

接
遇
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
日
本

航
空
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
や
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
直
接
学
ぶ
と
と
も
に
、現
場

で
培
わ
れ
た
知
識
や
考
え
方
、そ
し
て
実
践

で
使
え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
地
で
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
、

日
常
で
交
わ
さ
れ
る
挨
拶
で
す
。
職
員
同
士

や
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
と
の
挨
拶
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
に
、昨
年
度
か
ら
全
職
員
を
対

象
に「
挨
拶
に
関
す
る
意
識
チ
ェ
ッ
ク
」の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。
初
回
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」や「
お

疲
れ
様
」「
ご
苦
労
様
」と
い
っ
た
挨
拶
を
職

員
同
士
や
患
者
さ
ん
に
一
日
何
回
言
っ
て
い

ま
す
か
と
い
っ
た
基
本
的
な
質
問
内
容
で
し

た
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
職
員
の
関
心

は
高
く
、当
院
の
業
務
に
関
わ
る
全
職
員
1
，

1
0
0
名
中
9
5
2
名
か
ら
回
答
を
得
る
こ

と
が
で
き
、回
答
率
は
86
・
5
%
で
し
た
。
気

持
ち
良
い
挨
拶
や
労
い
の
言
葉
が
院
内
全
体

で
増
え
、職
員
の
気
づ
き
と
意
識
改
善
が
で

き
る
よ
う
に
、質
問
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
な
が
ら
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
方
針

で
す
。

2
．
意
見
箱
へ
の
投
書
対
応

当
院
で
は
、外
来
お
よ
び
各
病
棟
に
意
見

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
か
ら
当
院
で
の
診
療
や
療
養
環
境
に
関
す

る
多
く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
苦
情
を
い
た

だ
き
、そ
の
対
応
を
担
っ
て
い
ま
す
。
委
託

職
員
を
含
め
た
職
員
の
接
遇
に
関
す
る
苦
情

や
ご
指
摘
に
対
し
て
は
、そ
の
都
度
関
係
各

部
門
に
連
絡
し
、周
知
と
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
清
掃
や
設
備
面
で
の
不
備
に
関
し
て

は
、現
場
を
確
認
し
て
、で
き
る
限
り
迅
速
に

対
応
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
感

謝
や
労
い
の
お
手
紙
は
、各
部
門
に
連
絡
し
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

3
．
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
結
果
解
析

入
院
お
よ
び
外
来
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、

年
１
回
期
間
を
限
定
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
な
い
、そ
の
結
果
を
解
析
し
て
当
院

の
問
題
点
や
改
善
点
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
度
ま
で
は
、
患
者
さ
ん
の「
主

観
的
な
満
足
度
」を
評
価
す
る
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、2
0
1
9
年
度
か
ら
は
、

患
者
さ
ん
に「
よ
り
具
体
的
で
客
観
的
な
経

験
」を
尋
ね
る
患
者
経
験
価
値
調
査（Patient 

eX
perience; PX

）を
導
入
し
ま
し
た
。
本
調

査
の
利
点
は
、解
析
結
果
を
も
と
に
具
体
的

な
行
動
目
標
を
掲
げ
や
す
く
、P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
を
回
し
や
す
い
こ
と
で
す
。
今
年
度

か
ら
は
紙
面
ア
ン
ケ
ー
ト
と
と
も
に
、Q
R

コ
ー
ド
に
よ
る
W
E
B
か
ら
の
回
答
を
導
入

し
、回
答
数
の
増
加
に
努
め
る
予
定
で
す
。
ま

た
、当
院
独
自
の
質
問
を
設
定
・
追
加
し
、当

院
の
総
合
評
価
の
更
な
る
向
上
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

4
．
ク
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

入
院
棟
や
外
来
棟
の
清
掃
は
、委
託
業
者

が
担
っ
て
い
ま
す
が
、
駐
車
場
・
道
路
周
囲

を
含
め
た
敷
地
内
の
ご
み
拾
い
は
、療
養
環

境
整
備
委
員
会
の
委
員
が
４
班
に
分
か
れ
て

月
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
外
来
棟
に
は

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
情
報
を
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
掲
示
し
て
い
ま

す
が
、そ
れ
ら
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
が
整
然

と
分
か
り
や
す
く
配
置
さ
れ
て
い
る
か
を
月

１
回
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
院
内

思
い
や
り
・
優
し
さ
を
実
感
し
て

も
ら
え
る
療
養
環
境
を
目
指
し
て
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 7	 2023年度 第１回オープンカンファレンス
	 2023年度 
	 第１回がん診療連携合同カンファレンス

 8	 三年間の新型コロナウイルス感染症
	 診療を振り返って

10	 いよいよスタートする医師の
	 労働時間上限規制に向けて　　　
	 ―これまでとこれから―

12	 最新鋭の手術支援ロボット
	 da Vinci Xiが2台導入されました！

14	 地域連携だより　
	 地域医療連携実績2022年度

16	 第50回	 歯っと思ったこと
17	 第21回	
	 認知症ケアチームの気になる話
18	 第 6 回	 小児科ミニコラム
21	 ニュース　
22	 ひまわり
23	 がん患者サロン「おしゃべり会」/
	 アピアランスケア相談会のご案内
	 外来診療担当表
	 管理者室より
24	 南玄関及び一部診察室の
	 場所が変わります

に
展
示
し
て
あ
る
絵
画
や
銅
像
の
定
期
的
な

チ
ェ
ッ
ク
と
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

5
．
年
度
ご
と
の
目
標
標
語（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

の
作
成
と
周
知

年
度
始
め
に
療
養
環
境
整
備
委
員
会
と
し

て
の
目
標
標
語
を
作
成
し
、ラ
ミ
ネ
ー
ト
に

し
て
各
部
門
に
配
布
し 
、全
職
員
に
周
知
し

て
い
ま
す
。
よ
り
良
き
療
養
環
境
を
達
成
す

る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
方
向
性
を
、そ
し

て
コ
ロ
ナ
禍
で
は
エ
ー
ル
の
気
持
ち
も
込
め

て
、多
く
の
意
見
や
目
標
標
語
を
委
員
会
で

出
し
合
っ
て
、し
っ
か
り
と
討
議
し
て
作
成

し
て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
度
か
ら
の
年
度

目
標
を
列
記
し
ま
す
。
職
員
の
心
を
と
ら
え
、

療
養
環
境
整
備
へ
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
伝

え
る
た
め
に
、ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
か
ら
文

学
的
あ
る
い
は
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
フ
レ
ー
ズ
ま

で
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
度
：

思
い
や
り
・
優
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え

る
療
養
環
境
を
目
指
し
て

2
0
1
7
年
度
：

や
さ
し
さ
、こ
こ
ち
よ
さ
、ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
め
ざ
し
て

2
0
1
8
年
度
：

や
さ
し
さ
・
思
い
や
り
・
ぬ
く
も
り
の
１

U
P
を
め
ざ
し
て

2
0
1
9
年
度
：

令
和
の
目
く
ば
り
・
気
く
ば
り
・
心
く
ば
り

2
0
2
0
年
度
：

今
こ
そ
ス
マ
イ
ル
ア
ッ
プ
～
い
つ
も
笑
顔

で
真
心
こ
め
て
～

2
0
2
1
年
度
：

コ
ロ
ナ
禍
で
も
笑
顔
広
が
る
療
養
の
輪

2
0
2
2
年
度
：

挨
拶
か
ら
始
ま
る
療
養
の
和

そ
し
て
今
年
度
の
目
標
は
、「
こ
こ
ち
よ
く

感
じ
る
あ
い
さ
つ
は
、皆
が
使
う
愛
/
合
言

葉
～
先
輩
・
上
司
こ
そ
気
持
ち
よ
い
あ
い
さ

つ
を
～
」に
決
定
し
、６
月
中
旬
に
ラ
ミ
ネ
ー

ト
に
し
て
各
部
門
に
配
布
し
ま
し
た
。
例
年

よ
り
も
長
い
フ
レ
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
職
員
に
良
い
標
語
と
感
じ
て
も
ら
え

た
よ
う
で
す
。

６
．
今
後
の
果
た
す
べ
き
役
割

今
後
は
、I
C
T
を
導
入
・
活
用
し
て
、医

療
業
務
を
変
革
し
、療
養
環
境
を
さ
ら
に
改

善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に

は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
呼
び
出
し
端
末
等

に
よ
る
外
来
患
者
さ
ん
の
呼
び
出
し
シ
ス
テ

ム
導
入
の
検
討
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
外
来

待
ち
時
間
の
短
縮
な
ど
で
す
。

療
養
環
境
を
整
備
し
続
け
て
い
く
た
め
に
、

設
備
と
シ
ス
テ
ム
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、時

に
更
新
す
る
と
と
も
に
、全
職
員
の
接
遇
能

力
の
向
上
と
意
識
改
革
を
継
続
的
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
療
養
環
境
を
よ
り
良

く
整
備
し
、質
の
高
い
医
療
を
安
全
に
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
い
て
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

特 集

連 載

 2   巻頭言　　

 4	 新連載 
	 新生児医療について
 6	 新連載
	 周産期医療について

［表紙写真について］
手術支援ロボットda Vinci Xiの写真です。

「ばら」111号もくじ
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周産期という言葉は聞きなれない方も多いと思いますが、妊娠22週
から生後７日未満までの期間を指します。周産期医療はこの期間の母
体、胎児、新生児を対象にした総合的な医療です。

周産期センターでは産婦人科の医師によって母体の医療が行われ、
小児科／新生児科の医師によって新生児の医療が行われます。産科と
小児科／新生児科の密な連携と協力によってさまざまな合併症を持
つ妊婦さん、生まれてくる赤ちゃんに対する医療を滞りなく行なって
いく体制をとります。産科母性部門にはMFICU（母体胎児集中治療室）
と産科病棟があり、新生児部門には NICU（新生児集中治療室）と GCU

（growing care unit）があります。NICU で重症な合併症を持つ新生児
の診療を行い、 GCU で状態が安定した新生児の経過観察を行うこと
が多いです。新生児に対する医療は当然、生後7日未満に限定される
ものではなく、赤ちゃんが生後早期のしんどい時期を乗り越えて、家
に帰ってご家族と一緒に過ごせるようになるまでに必要な医療を長
期間に渡って行う必要があります。

皆さま初めまして、岡山大学小児急性疾患学講座に所
属している鷲尾と申します。小児科医で専門は新生児医
学です。2020年に現職に就任してから現在まで、福山市
民病院への周産期センターの設置を目指して広島県、福
山市と連携を取りながら福山市民病院で活動させてい
ただいております。

周産期センター

産科・母性部門

MFICU
（母体胎児集中治療室）

産科病棟

NICU
（新生児集中治療室）

GCU
（growing care unit）

新生児部門
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学

総
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研
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科
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疾
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講
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鷲
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　洋
介

に
つ
い
て

に
つ
い
て

 また、新生児は“出生時より27生日（生
後4週まで）を新生児期と呼び、この期間
にある乳児を新生児と呼ぶ”と定義され
ています。さらに日齢6までを早期新生
児期、それ以降を後期新生児期と呼びま
す。新生児の分類として出生体重での
分類、在胎週数での分類があります。出
生体重が2,500g 未満の児を低出生体重
児、1,500g 未満の児を極低出生体重児、
1,000g 未満の子を超低出生体重児と定
義されています。また、在胎週数36週未
満で出生した児を早産児、37週～42週未
満で出生した児を正期産児、42週以降で
出生した児を過期産児と呼びます。

新生児は医学的な特徴として小さくて
脆弱であり、出生前の胎内の環境から胎
外の環境へ適応する際にさまざまな問題
に直面します。出生前は自力で呼吸する
必要が無く（胎盤によるガス交換）、栄養
補給や排便の必要性もなく、外敵から身
を守る必要が無く（胎内環境は無菌環境）、
体温調節も行う必要がありませんが、出
生後は全て自力で行なっていく必要があ
ります。子宮外の環境への適応がうまく
いかない場合は入院して医療を受ける必
要性が生じます。

具体的にどのような赤ちゃんが NICU
に入院することになるかというと、

●妊娠37週未満の早産で出生した早産児
や、2,500g未満で出生した低出生体重児
が母体の外の世界に適応して生活でき
るようになるまで全身管理を行います。

●心臓や肺、消化管など各臓器の問題に
加えて染色体異常等の先天的な疾患を
持って生まれてきた新生児が入院しま

す。出生後に手術が必要であったり、内
科的な全身管理が必要であったり、家に
帰る際に医療的なケアが必要であった
りとさまざまなサポートを必要とします。

●他には出生時に母体の合併症とそれに
伴う胎児の状態により強いストレスが
かかって生まれてきた新生児が重症な
新生児仮死を発症する場合があります。
新生児仮死とは出生時の呼吸循環不全
を特徴とする症候群で、後遺症を抑え
生存を目指すために全身管理が必要と
なります。人工呼吸管理や循環管理、低
体温療法等を行う可能性があります。

さまざまな病気を持って生まれてきた
赤ちゃんをしっかりと治療して成長を見
守り、ご家族と一緒に過ごせる時期に向
けて滞りなく医療を行なっていくのが新
生児医療になります。今後、福山市民病
院に周産期センターが設置された際には
産科の先生方や周辺の病院と協力しなが
ら福山地区の周産期医療を支えていくた
めに尽力して参ります。

今後とも何卒よろしくお願い申し上げ
ます。
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特集
新連載 周産期医療周産期医療周産期医療周産期医療 に つ いてに つ いて

その1
産婦人科 科長 早田　桂

「周産期」とは、妊娠22週から出生後7日未満までの
期間をいい、合併症妊娠や分娩時の新生児仮死など、
母体・胎児や新生児の生命に関わる事態が発生する可
能性が高くなる期間を指します。周産期を含めた前後
の期間における医療は、突発的な緊急事態に備えて産
科・小児科双方からの一貫した総合的な体制が必要で
あることから、特に「周産期医療」と表現されています。

では周産期医療を担う施設は何処でしょうか。厚生
労働省「人口動態統計（確定数）」（令和３年）によると、
出生場所に関して、昭和 25 年には「自宅・その他」で 
95.4％が出生していましたが、昭和45 年には 3.9％と
なり、代わりに「病院・診療所」が 85.4％、「助産所」が 
10.6％と増えています。さらに令和３年には「自宅、そ
の他」は 0.2％となり、「病院・診療所」が99.3％、「助産
所」が 0.5％と推移しています。ですから何処を受診す
れば周産期医療が受けられるではなく、分娩を取り扱
う全ての医療施設が周産期医療を担っていることにな
ります（図１）。ただしその中には、一般的にローリス
クと言われる妊婦さんの出産を取り扱う一般病院や診
療所、助産所から、合併症妊娠など高度な医療行為を
必要とするいわゆるハイリスク妊婦さんでは分娩施設
が同じというわけにはいきま
せん。そのため、産科医師や
新生児担当医師をはじめ助産
師、看護師等の確保を図り、高
度な周産期医療を提供する周
産期母子医療センターが全国
各地に整備されています。

周産期母子医療 セ ン タ ー
には、総合周産期母子医療セ
ン タ ー と 地域周産期母子医
療センターがあります。総合
周産期母子医療 セ ン タ ー と
は、母体・胎児集中治療管理室

（MFICU）を含む産科病棟及び

新生児集中治療管理室（NICU）を備えた医療機関です。
常時、母体・新生児搬送受入体制を有し、母体の救命救
急への対応、ハイリスク妊娠に対する医療、高度な新
生児医療等を担っています。

一方、地域周産期母子医療センターとは、産科･小児
科（新生児）を備え、周産期に係る比較的高度な医療行為
を常時担う医療機関です。24時間体制での周産期救急
医療（緊急帝王切開術、その他の緊急手術を含む。）に対
応することを目標としています。これらの周産期母子
医療センターと、正常分娩等を扱う分娩取扱機関、その
他関係機関の役割分担・連携により、周産期医療体制が
構築されています。現在広島県下の総合周産期母子医
療センターは、県立広島病院と広島市立広島市民病院の
2施設, 地域周産期母子医療センターは8施設あります
が、福山市では独立行政法人国立病院機構福山医療セン
ター（NICU12床、GCU12床）がその役割を担っておりま
す。福山市民病院は2024年度より新生児科の常勤医を
確保して母体搬送の受入れを拡大し、2026年度には地
域周産期母子医療センターとなる計画が進んでいます。

次回は、周産期医療を取り巻く現状について解説し
ます。

図 1
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特集
新連載 周産期医療周産期医療周産期医療周産期医療 に つ いてに つ いて

その1
産婦人科 科長 早田　桂

2023年度 第1回オープンカンファレンス2023年度 第1回オープンカンファレンス

2023年度 第1回がん診療連携合同カンファレンス2023年度 第1回がん診療連携合同カンファレンス

ダビンチを用いたロボット肝切除：
環境整備、手術手技、成績、将来展望

スキルミクス型チームで支援するsustainableな周術期管理　
－術後早期のDREAM達成を目指して－ 

講　師：藤田医科大学 消化器外科学講座／ばんたね病院 加藤 悠太郎 先生 
日　時：2023年5月25日（木）18：00～

講　師：済生会横浜市東部病院 患者支援センター長／栄養部部長 谷口 英喜 先生
日　時：2023年4月27日（木）18：00～

ロボット肝切除は最近2-3年で普及が進み始めた領域で、高自由度多関節鉗子、手ブレの排除、安定した
高精細3D画像などのロボット機能を活かすことで、とくに技術的に高難度で複雑な術式で腹腔鏡手術を
凌駕する可能性がある。一方、肝切除ではロボットといえども動作制限を感じるため、患者体位、ポート配置、
鉗子操作の方向やポート選択が重要である。また出血リスクは他臓器よりも高いため、緊急ロールアウト・
開腹移行の準備と定期トレーニングはしっかり行うことが必要である。
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福
山
市
民
病
院
の
壁
に
揺
れ
る
白
い
日
差
し
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
闘
い
を
三
年
間
に
わ
た
っ
て
照
ら
し
続
け

て
き
ま
し
た
。
こ
の
病
院
の
廊
下
を
歩
く
職
員
た
ち
は
、不
屈
の

闘
志
と
情
熱
を
胸
に
秘
め
、知
識
と
技
術
を
武
器
に
闘
っ
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
決
し
て
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、何
度
も
何

度
も
立
ち
上
が
り
、未
知
の
感
染
症
と
の
戦
い
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
当
院
の
三
年
間
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
診
療

を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
の
幕
開
け
は
、ま
だ
人
々
が
新
し
い
年
号
で
迎
え
た
新
年
を

無
邪
気
に
寿こ

と
ほ

い
で
い
た
頃
で
し
た
。
多
く
の
報
道
機
関
が
、あ
る

国
の
あ
る
地
方
で
流
行
し
て
い
る
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

小
さ
く
扱
っ
て
い
た
こ
ろ
、当
院
が
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療

機
関
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
複
数
の
職
員
が
水
面
下
で

準
備
を
始
め
ま
し
た
。
や
が
て
そ
の
感
染
症
は「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」と
い
う
名
前
で
連
日
大
き
く
報
道
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
目
に
見
え
ぬ
敵
で
あ
り
、多
く
の
人
々

を
恐
怖
に
陥
れ
ま
し
た
が
、私
た
ち
は
冷
静
に
2
月
中
旬
に
内

科
病
棟
の
一
つ
を
即
応
病
棟
と
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
こ

の
病
気
の
全
貌
が
全
く
掴
め
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、看

護
師
た
ち
は
自
ら
を
こ
の
戦
い
の
中
に
投
じ
る
べ
く
連
日
訓
練

を
重
ね
ま
し
た
。

3
月
下
旬
に
最
初
の
陽
性
患
者
さ
ん
が
入
院
し
ま
し
た
が
、当

三年間の
新型コロナウイルス感染症

診療を振り返って

診療部次長 内科統括科長　髙田 一郎
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院
が
こ
の
圏
域
に
お
け
る
唯
一
の
受
け
入
れ
医
療
機
関
で
あ
っ

た
た
め
、あ
っ
と
い
う
間
に
病
床
は
足
り
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
著
名
人
が
こ
の
感
染
症
で
永
眠
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
日
本
国

内
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
週
の
後
半
に
、当
院
に
も
初
め
て

重
症
患
者
さ
ん
が
入
院
し
ま
し
た
。
当
時
は
有
効
な
治
療
薬
が

な
か
っ
た
た
め
、国
内
の
複
数
の
感
染
症
専
門
医
療
機
関
に
意

見
を
聞
き
ま
し
た
が
、ど
の
医
療
機
関
も
手
探
り
の
状
態
で
、結

局
私
た
ち
自
身
で
治
療
法
を
判
断
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
呼
吸
状
態
が
悪
化
し
た
患
者
さ
ん
に
人
工
呼
吸
を

行
う
た
め
、当
院
で
初
め
て
こ
の
感
染
症
の
患
者
さ
ん
に
気
管

内
挿
管
を
す
る
救
急
科
医
師
と
介
助
す
る
看
護
師
の
背
中
を
見

つ
め
な
が
ら
、彼
ら
に
対
す
る
言
葉
に
表
せ
な
い
感
謝
の
気
持

ち
と
と
も
に
、内
科
医
師
と
し
て
無
力
感
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た（
そ
の
患
者
さ
ん
は
無
事
社
会
復
帰
さ
れ
ま

し
た
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
診
療
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
は

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
形
で
患
者
さ
ん
の
命
と
向
き
合
う
こ
と

で
も
あ
り
ま
し
た
。
看
護
師
は
死
に
ゆ
く
患
者
た
ち
の
最
期
に

立
ち
会
い
、家
族
の
代
わ
り
に
そ
の
手
を
握
り
し
め
、そ
し
て
最

期
の
瞬
間
ま
で
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
皆
の
心
に
は
無
力
感

と
悲
し
み
が
交
錯
し
続
け
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
彼
ら
は
決
し

て
立
ち
止
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
年
間
の
長
い
戦
い
の
中
で
、福
山
市
民
病
院
は
多
く
の
困
難

に
立
ち
向
か
い
、そ
の
た
び
に
学
び
、進
化
し
続
け
ま
し
た
。
こ

の
間
あ
ら
ゆ
る
部
署
の
職
員
に
さ
ま
ざ
ま
な
お
願
い
ご
と
を
し

ま
し
た
が
、一
度
と
し
て
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

「
地
域
医
療
の
最
後
の
砦
」に
勤
務
す
る
職
員
た
ち
に
、未
曾
有

の
感
染
症
に
背
中
を
向
け
る
こ
と
な
く
立
ち
向
か
っ
て
い
く
強

烈
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
意
識
を
感
じ
ま
し
た
。
皆
の
努
力

の
結
晶
が
、ど
れ
だ
け
数
多
く
の
命
を
救
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、三
年
間
の
長
い
戦
い
の
末
に
、福
山
市
民
病
院
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
打
ち
勝
ち
ま
し
た
。
感
染
者
数

は
減
少
し
、病
床
は
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

福
山
市
民
病
院
の
三
年
間
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

診
療
を
振
り
返
り
な
が
ら
、と
も
に
闘
っ
て
き
た
職
員
の
昼
夜

を
問
わ
な
い
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
彼
ら
の
勇
気

と
決
断
力
、そ
し
て
類
ま
れ
な
実
行
力
は
、こ
の
闘
い
が
終
わ
っ

た
後
も
こ
の
病
院
の
中
で
生
き
続
け
ま
す
。
そ
し
て
我
々
の
あ

と
に
続
く
も
の
は
こ
の
経
験
か
ら
学
び
、未
来
の
困
難
に
立
ち

向
か
う
勇
気
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
福
山
市
民
病
院
と
も
に
闘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

地
域
医
療
機
関
の
皆
さ
ま
と
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
多
く
の

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
、そ
し
て
私
た
ち
の
家
族
に
感
謝
し
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
に
も
医
師
の
働
き
方
改
革

に
つ
き
ま
し
て
は
、2
0
1
8
年
7
月
の

“
ば
ら
81
号
”を
は
じ
め
と
し
、折
に
つ
け

寄
稿
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、い
よ
い
よ

2
0
2
4
年
4
月
に
は
医
師
労
働
時
間
の

上
限
規
制
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
こ

れ
ま
で
当
院
が
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
行
っ
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
り
、そ

し
て
こ
れ
か
ら
歩
む
べ
き
道
に
つ
い
て
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
0
1
4
年
10
月
、医
療
法
の
改
正（
第

6
次
改
正
）に
よ
り
病
院
の
管
理
者
は
、医

療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
、医
療
従

事
者
の
確
保
に
資
す
る
措
置
を
講
ず
る
た

め
、働
き
方
・
休
み
方
改
善
、職
員
の
健
康

支
援
、働
き
や
す
さ
確
保
の
た
め
の
環
境

整
備
、そ
し
て
働
き
が
い
の
向
上
に
努
め

な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
と
さ
れ
、都
道
府
県

に
医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
が

設
け
ら
れ
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
、円
滑
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、そ

の
効
果
は
十
分
に
は
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

2
0
1
6
年
9
月
、高
齢
化
、人
口
減
少

社
会
に
よ
り
、
今
後
労
働
力
不
足
が
見
込

ま
れ
、勧
告
さ
れ
て
い
た
長
時
間
労
働
の

是
正
、非
正
規
・
正
規
社
員
の
格
差
の
是
正
、

労
働
人
口
不
足
の
解
消
を
目
指
し
、
内
閣

官
房
に
働
き
方
改
革
実
現
推
進
室
が
設
置

さ
れ
、2
0
1
7
年
3
月
、働
き
方
改
革
実

行
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
職
種
の
中
で

時
間
外
労
働
が
最
も
多
い
医
師
に
関
し
て

は
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
考
慮
す

る
た
め
医
師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検

討
会
が
設
け
ら
れ
、2
0
1
8
年
2
月
、次

に
示
す
医
師
の
労
働
時
間
短
縮
に
向
け
た

緊
急
的
な
取
組
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
①

医
師
の
労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
、
②
36

協
定
等
の
自
己
点
検
、
③
健
康
管
理
の
面

か
ら
の
既
存
の
産
業
保
健
の
仕
組
み（
労

働
安
全
衛
生
法
）の
活
用
、④
タ
ス
ク
シ
フ

ト
の
推
進
、⑤
女
性
医
師
等
に
対
す
る
支

援
、⑥
医
療
機
関
の
状
況
に
応
じ
た
医
師

の
労
働
時
間
短
縮
に
向
け
た
取
組
の
6
項

目
で
す
。

2
0
1
8
年
7
月
、働
き
方
改
革
を
推

進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、医
師
を

除
く
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
、年
次
有

給
休
暇
の
確
実
な
取
得
、
産
業
医
・
産
業

保
健
機
能
の
強
化
、勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
の
導
入
促
進
、そ
し
て
正
社
員
と

非
正
規
雇
用
労
働
者
と
の
間
の
不
合
理

な
待
遇
差
別
の
禁
止
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

2
0
1
9
年
3
月
、31
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る

医
師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討
会

報
告
書
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
医

師
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に
関
す
る
検
討

会
へ
と
引
き
継
が
れ
、2
0
2
0
年
12
月

に
中
間
と
り
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
2
0
2
2
年
3
月
の
第
17
回
検
討
会

ま
で
開
催
さ
れ
、医
師
労
働
時
間
短
縮
計

画
、医
療
機
関
勤
務
環
境
評
価
セ
ン
タ
ー
、

追
加
的
健
康
確
保
措
置
等
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
が
な
さ
れ
、皆
さ
ん
が
よ
く
目
に
す

る（
図
1
）が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に

2
0
2
0
年
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、地

域
医
療
体
制
確
保
加
算
な
ど
に
働
き
方

改
革
が
組
み
込
ま
れ
、2
0
2
1
年
医
療

法
改
正（
第
9
次
）で
も
医
師
の
働
き
方

改
革
が
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

図 1

いよいよスタートする
医師の労働時間上限規制に
向けて ―これまでとこれから― 診療部参与

喜 岡 幸 央
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行
為
研
修
の
推
進
、委
員
会
・
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
な
ど
の
勤
務
時
間
内
開
催
の
推
進
、

患
者
・
家
族
説
明
の
原
則
勤
務
時
間
内
施

行
、週
休
日
、祭
日
な
ど
の
分
担
勤
務
の
推

奨
、そ
し
て
選
択
で
き
る
働
き
方（
時
短
勤

務
な
ど
）な
ど
で
す
。

2
0
2
0
年
4
月
、医
療
勤
務
環
境
改
善

総
合
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、プ
ラ
ン
の
実
行
を

担
う
医
療
勤
務
環
境
改
善
委
員
会
を
設
け
、

医
師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討
会
業

務
は
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

時
間
外
業
務
の
基
準
、
自
己
研
鑽
や
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
に
つ
い
て
、毎
年
4

月
医
師
へ
周
知
を
行
い
、全
職
員
を
対
象

と
し
た
働
き
方
改
革
の
進
め
方
の
院
内
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
開
催
し
ま
し
た
。

看
護
部
で
は
、夜
勤
回
数
の
減
少
、勤
務

形
態
の
多
様
化
、特
定
行
為
研
修
や
看
護
補

助
者
の
活
用
に
よ
る
タ
ス
ク
シ
フ
ト
な
ど

を
検
討
し
進
め
て
お
り
ま
す
。
医
療
技
術
部

で
は
、宿
日
直
体
制
か
ら
シ
フ
ト
制
へ
の
移

行
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
診
療
部
で
は
、

2
0
2
2
年
7
月
よ
り
部
会
を
毎
月
開
催

し
、宿
日
直
許
可
取
得
を
目
指
し
デ
ー
タ
収

集
、検
討
を
行
い
、労
働
基
準
監
督
署
へ
も

3
度
足
を
運
び
、2
0
2
3
年
3
月
つ
い
に

現
行
の
診
療
部
宿
日
直
７
ラ
イ
ン
と
看
護

部
師
長
宿
日
直
、臨
床
工
学
科
宿
日
直
も
許

可
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、追

加
的
健
康
確
保
措
置（
面
接
指
導
）の
面
で

は
、長
時
間
労
働
者
の
面
接
指
導
実
施
医
師

の
資
格
を
、産
業
医
、院
長
、副
院
長
、診
療

部
参
与
が
取
得
し
ま
し
た
。（
図
3
）4
月
か

ら
は
、Google form

s

を
利
用
し
た
自
己
研

鑽
時
間
の
管
理
、他
の
医
療
機
関
で
の
労
働

時
間
の
管
理
も
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、開

院
以
来
の
医
師
当
直
日
誌
も
電
子
カ
ル
テ

内
の
管
理
日
誌
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
廃

止
で
き
ま
し
た
。

今
後
、勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
管
理
や

代
償
休
息
付
与
状
況
管
理
も
進
め
る
予
定

で
す
。
現
在
、来
年
4
月
の
医
師
労
働
時
間

上
限
規
制
開
始
に
向
け
、医
師
労
働
時
間
短

縮
計
画
の
作
成
、医
療
機
関
勤
務
環
境
評
価

セ
ン
タ
ー
の
受
審
、県
へ
の
B
水
準
の
届

け
出
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。（
図
４
）

最
後
に
、本
来
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
は
、

患
者
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
病
院
、働
く
人
達

に
愛
さ
れ
る
病
院
、そ
し
て
安
定
し
た
経

営
が
持
続
で
き
る
病
院
で
す
。
医
師
の
み

な
ら
ず
医
療
者
の
働
き
方
改
革
の
推
進
は
、

働
く
人
に
愛
さ
れ
る
病
院
を
目
指
す
た
め

の
一
役
を
担
う
方
策
で
す
。
働
き
が
い
と

は
、ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、よ

い
環
境
で
や
り
た
い
仕
事
を
行
い
、良
い

評
価
、納
得
で
き
る
収
入
を
得
る
こ
と
で

す
。
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を
働

く
人
全
員
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
経
緯
で
医
師
の
働
き
方
改
革

は
進
ん
で
お
り
、2
0
2
4
年
4
月
に
は

医
師
労
働
時
間
の
上
限
規
制
が
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。（
図
2
）

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
当
院
は
、次

の
取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
4
月
、
福
山
市
民
病
院
医

師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討
会
を
設

け
ま
し
た
。
2
年
間
で
始
め
ら
れ
た
こ
と

は
、I
C
カ
ー
ド
導
入
に
よ
る
在
院
時
間

管
理
、
ど
こ
で
も
時
間
外
勤
務
入
力
可
能

なT
im
ePro-N

X

 W
eb

ソ
フ
ト
導
入
、36

協
定
の
変
更（
医
師
の
上
限
設
定
1
5
0
0

時
間
）、増
員
し
た
ド
ク
タ
ー
ア
シ
ス
タ
ン

ト
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
、看
護
師
の
特
定 図 2

図 3

図 4
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当
院
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。泌

尿
器
科
で
積
み
重
ね
た
豊
富
な
実
績
に
加
え
、近
年
で
は
外
科
の

各
領
域
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
、今
秋
に
は
呼
吸
器

外
科
も
開
始
予
定
で
、ロ
ボ
ッ
ト
手
術
件
数
が
著
し
く
増
加
し
て

い
ま
す
。

2
0
1
4
年
に
導
入
し
た
現
行
機
種
の
d
a 

V
i
n
c
i 

S
i
は
、そ
の
高
い
機
能
性
で
数
多
く
の
患
者
さ
ん
に
手
術
を
届

け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、増
加
し
続
け
る
ニ
ー
ズ
と
、よ
り
高

度
な
手
術
を
安
全
に
患
者
さ
ん
に
届
け
る
べ
く
、機
種
更
新
と
増

台
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
現
場
の
医
師
、看
護
師
、臨
床
工
学

技
士
と
、事
務
·
病
院
幹
部
が
一
体
と
な
っ
て
方
針
を
協
議
し
、

お
よ
そ
1
年
に
わ
た
る
討
議
を
経
て
今
回
の
導
入
に
至
り
ま
し
た
。

一
度
に
2
台
を
納
品
す
る
こ
と
は
、業
者
に
と
っ
て
も
滅
多
に

な
い
こ
と
で
、搬
入
経
路
や
耐
荷
重
性
の
確
認
、機
器
作
動
確
認

な
ど
に
入
念
な
事
前
準
備
が
必
要
で
し
た
。休
日
返
上
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
も
あ
り
無
事
に
納
品
が
行
わ

れ
、翌
日
に
は
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
本
事
業
の
意
義
に
つ
い
て
の

会
見
と
、実
機
内
覧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

機
器
が
入
っ
た
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。術
者
や
助
手

は
資
格
の
更
新
と
実
習
が
必
要
で
す
し
、す
べ
て
の
職
種
が
最
新

機
種
を
理
解
し
、安
全
に
作
動
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
重
要

で
す
。さ
ら
に
、機
能
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
各
手
術
チ
ー

ム
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
安
全
な
最
先
端
手

術
の
提
供
を
目
指
す
当
院
で
は
、こ
の
よ
う
な
慎
重
な
姿
勢
を
大

切
に
し
、お
よ
そ
2
ヶ
月
間
の
訓
練
期
間
を
経
て
、8
月
に
こ
の

X
i
を
稼
働
す
る
予
定
で
す
。�

文
責
　
香
川
哲
也

新
た
に
導
入
さ
れ
た

da V
inci X

i

納
品
時
の
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー

（
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
運
営
会
議
）

最新鋭の手術支援ロボット
da Vinci Xiが2台導入されました！

ロボット手術運営会議
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記
者
会
見

高
倉
事
業
管
理
者・室
院
長
ら

内
覧
会
で
の
機
器
説
明・実
演

黒
瀬
泌
尿
器
科
診
療
統
括
科
長

新
た
に
納
品
さ
れ
た
Xi
2
台
と

現
行
機
種
Si（
右
端
）
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地域連携だより地域連携だより 地域医療連携実績 2022年度

平素から、患者さんを中心とした医療連携にご協力いただきありがとうございます。
速やかな連携に努めてまいりますので、今後ともご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

1. 紹介率・逆紹介率

2. 紹介登録件数

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

紹介率 76.3% 75.1% 77.2% 81.5%
逆紹介率 146.8% 158.6% 160.4% 158.7%
初診患者数 15,245 13,462 13,578 13,751
紹介患者数 11,631 10,106 10,478 11,201
逆紹介患者数 22,383 21,352 21,779 21,821

福山市中央部
医療機関名 紹介数

1 うだ胃腸科内科外科クリニック 332
2 脳神経センター大田記念病院 147
3 高橋眼科 141
4 福山医療センター 112
5 福山夜間小児診療所 107
6 山陽病院（福山市） 97
7 黒瀬クリニック 94
8 城北診療所 84
9 たかはし小児科 73

10 木村歯科診療所 67

福山市東部
医療機関名 紹介数

1 日本鋼管福山病院 315
2 井上病院 245
3 福山第一病院 215
4 福山リハビリテーション病院 201
5 森近内科 162
6 永原内科クリニック 157
7 コム・クリニック佐藤 132
8 上田循環器科内科 131
9 なかよし小児科 127

10 ゆう耳鼻いんこう科クリニック 122

福山市南部
医療機関名 紹介数

1 沼隈病院 72
2 小林医院 41
3 藤井病院 35
4 かたおか内科クリニック 27
5 小林外科胃腸科 18
5 福田内科小児科 18
7 山陽ぬまくま腎クリニック 17
8 友野歯科クリニック 15
9 さいきじんクリニック 13

10 岡田クリニック 12
10 福山友愛病院 12

井原市
医療機関名 紹介数

1 井原第一クリニック 300
2 井原市立井原市民病院 219
3 小田病院 92
4 ほそや医院 81
5 平木眼科医院 64
6 山成医院 45
7 青木内科 36
7 前谷内科クリニック 36
9 タカヤクリニック 30

10 菅病院 26

福山市西部
医療機関名 紹介数

1 西福山病院 35
2 はしもとじんクリニック 29
3 橘髙クリニック 12
4 下永病院 7
4 宮地クリニック（福山市） 7
4 錦織眼科医院 7
7 佐藤脳神経外科 6
7 和田胃腸科・皮膚科クリニック 6
9 ひとみ眼科 5

10 平木耳鼻咽喉科医院 4

府中市・神石高原町
医療機関名 紹介数

1 府中市民病院 295
2 なかはまハートクリニック 209
3 神石高原町立病院　　 160
4 佐野内科医院 52
5 ひがき眼科 36
6 なんば医院 29
7 府中北市民病院 27
8 ほそや内科クリニック 24
9 藤岡歯科 16
9 府中中央内科病院 16

福山市北部
医療機関名 紹介数

1 いしいクリニック 631
2 中国中央病院 419
3 寺岡記念病院　　　 253
4 小畠病院 241
5 まが医院 232
6 みはら眼科 167
7 よしたかクリニック 140
7 井口産婦人科小児科医院 140
9 岡本耳鼻咽喉科医院 138

10 いまだ内科医院 124

笠岡市
医療機関名 紹介数

1 笠岡第一病院 168
2 笠岡市立市民病院 81
3 さとう消化器肛門外科 53
4 はらだ眼科 40
5 村上脳神経外科内科 35
6 たなか歯科 32
7 さなだ耳鼻咽喉科医院 26
8 武田耳鼻咽喉科医院 17
9 西井ウイメンズクリニック 16

10 塚本歯科 14 ※地域医療連携課にご紹介いただいた件数です。
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地域連携だより地域連携だより 地域医療連携実績 2022年度

がん地域連携クリティカルパス登録割合
（2022年度）

５. 患者相談の状況

７. 入院支援

６. 退院患者支援（転帰先）

８. 地域連携クリティカルパス登録状況

９. 救急患者受入状況

専任のMSW、看護師などが患者さんの相談に対応しています。

　入院予定の患者さんに不安や疑問の解消のため入院
前面談を通して支援をしています。
　内科、腫瘍内科、循環器内科、脳神経内科、外科、
呼吸器外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科の8科の外来患者
さん（成人）が対象です。

　退院支援看護師が、入院時から早期の退院・転院に
向けた支援・調整に取り組んでいます。また、外来支
援により、外来通院中の患者さんの療養の場の相談・
調整を行っています。

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
利用患者数 140 157 109 126
利用登録医数 38 42 38 35
利用日数 1,207 1,268 1,097 1,450
共同指導回数 104 70 85 56
病床利用率（％） 66.1 69.5 60.1 79.5

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
CT 819 755 852 858
MRI 237 180 229 235
RI 391 402 499 522
PET–CT 334 333 397 390

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
医療相談 2,037 1,712 2,552 3,004

医療費相談 593 528 944 1,190
制度・その他 1,444 1,184 1,608 1,814

がん相談 2,714 2,426 2,378 2,356
肝疾患相談 961 797 898 706
合計 5,712 4,935 5,828 6,066

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
退院支援 2,683 2,678 2,214 2,413

自宅退院 920 987 666 904
転院（病院） 1,532 1,455 1,321 1,243
転院（診療所） 49 59 43 36
施設※1 75 75 95 114
その他※2 107 102 89 116

外来支援 1,503 1,553 1,611 2,032
合計 4,186 4,231 3,825 4,445

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
がん 219 190 233 267

乳がん 82 75 103 119
肺がん 0 0 0 0
胃がん 41 27 23 30
大腸がん 11 5 24 25
肝がん 0 1 5 15
前立腺がん 85 82 78 78

脳卒中 103 103 93 66
大腿骨 52 52 55 93

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
支援数(人) 3,282 3,735 4,031 3,197

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
救急自動車 3,738 3,487 3,548 3,923

うち、小児 583 526 657 902
うち、成人 3,155 2,961 2,891 3,021

Walk in 5,050 4,245 4,388 4,762
うち、小児 1,599 1,438 1,735 2,035
うち、成人 3,451 2,807 2,653 2,727

合計 8,788 7,732 7,936 8,685
うち、小児 2,182 1,964 2,392 2,937
うち、成人 6,606 5,768 5,544 5,748

※1：介護施設、社会福祉施設　※2：支援中止、死亡

救急自動車
3,923件45%

Walk in
4,762件55%

救急自動車
小児902件10%

緊急患者
受入件数
8,685件

救急自動車
成人3,021件35%

Walk in
小児2,035件24%

Walk in
成人2,727件31%

乳がん 

胃がん
11%

大腸がん 
9%

肝がん 6%

前立腺がん 
29% 

45%

乳がん 胃がん 大腸がん 肝がん 前立腺がん

３. 開放病床の運営状況 ４. 医療機器の共同利用実施状況
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歯科口腔外科歯科口腔外科
瀬尾 桃子

第 回50

歯歯っと思ったことっと思ったこと
「口呼吸になっていませんか？」

は
歯科衛生士気になる

認知症ケアチームの話
本館4階病棟 認知症看護認定看護師 竹本 圭輔

第21回 2023年6月14日「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」成立！
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ま
す
。
そ
し
て
、
効
率
的
か

つ
シ
ン
プ
ル
で
、
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目
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口
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言
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は
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、
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ス
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は
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情
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、
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え
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い
る
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吸
に
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感
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こ
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吸
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そ
こ
で
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分
が
口
呼
吸
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ど
う
か
、
チ
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ッ
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し
て
み
ま
し
ょ
う
。
舌
を
上
あ
ご
に
当
て
て
、

「
コ
ン
・
コ
ン
」と
音
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て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
に
舌
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当
た
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位
置
が
、
口
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閉
じ
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状
態
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の
舌
の
あ
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で
す
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下
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ラ
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は
、
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が
正
解
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な
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ま
す
。
一
方
で
、
口
呼
吸
の
人
は
舌
の
筋
肉
が

衰
え
て
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す
か
ら
、
舌
が
下
が
っ
て
舌
先
が

上
下
の
前
歯
の
裏
側
や
歯
茎
、
上
下
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歯
と
歯

の
間
に
つ
い
て
い
る
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ず
で
す
。
真
ん
中
と
右
の

イ
ラ
ス
ト
は
正
し
い
位
置
よ
り
下
に
あ
る
の
で
、

低
位
舌
と
い
い
ま
す
。

口
呼
吸
を
本
来
の
鼻
呼
吸
に
戻
す
に
は
、
舌

の
筋
肉
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、

長
期
間
の
マ
ス
ク
生
活
か
ら
口
腔
機
能
が
低
下

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
普
段
か
ら
意
識
的
に
口

を
動
か
す
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
今
回
ご
紹

介
す
る
の
は
、
マ
ス
ク
の
ま
ま
簡
単
に
で
き
る

〈口腔周囲筋のトレーニング〉
参考：デンタルハイジーンＶol.41 Ｎo6 2021.6 Ｐ592  図３マスク口体操

「うー」の口で口唇をすぼめ
た後、「いー」の口で口角を
引き延ばす

口  唇 舌 頬  部

顎を軽く上げて行うと、前頸
筋もストレッチできます

口を閉じて、舌先で頬粘膜を
左右交互に力いっぱい押す

頬粘膜だけでなく、上唇や
下唇の粘膜も行うとよい
です

頬を膨らまし、すぼめる

16ばら 2023年 7月



気になる

認知症ケアチームの話
本館4階病棟 認知症看護認定看護師 竹本 圭輔

第21回 2023年6月14日「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」成立！

2025年には国民の5人に1人が認知症を持つ時
代がやってくると言われています。認知症になっ
ても自分らしく希望をもって暮らし続けられる社
会を実現するため、国や地方自治体の取り組みを
定めた「共生社会の実現を推進するための認知症
基本法」が2023年6月14日参議院本会議で可決・
成立しました。この法律は、我が国における急速
な高齢化の進展に伴い認知症である者（以下「認
知症の人」という。）が増加している現状等に鑑み、
認知症の予防等を推進しながら、認知症の人が尊
厳を保持しつつ社会の一員として尊重される社会
の実現を図るため、認知症に関する施策（以下「認
知症施策」という。）に関し、基本的理念を定め、国、
地方公共団体等の責務を明らかにし、及び認知症
施策の推進に関する計画策定について定めるとと
もに、認知症施策の基本となる事項を定めること
等により、認知症施策を総合的かつ計画的に推進

することを目的とすると条文に明記されました。
本法律における基本施策として下の8つが挙げ

られています。
私たちは、認知症に関する正しい知識を持ち、

認知症の予防を図り、認知症の人の自立及び社会
参加に協力するよう努める必要があります。認知
症の人と現代社会をより良く共に生きるため、私
たちが認知症を自分のこととして捉えることが必
要です。認知症があっても希望と尊厳ををもって
暮らせる社会を実現するべく、皆で支え合う社会
を作っていく必要があります。「共生社会の実現を
推進するための認知症基本法」の成立をきっかけ
に、皆さんも認知症について考えてみませんか？

《参考文献》衆議院：認知症基本法
http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_gian.nsf/
html/gian/honbun/houan/g19805030.htm

①認知症の人に関する国民の理解の推進等
②認知症の人の生活におけるバリアフリー化推進
③認知症の人の社会参加の機会の確保等
④認知症の人の意思決定の支援及び権利利益の保護
⑤保健医療サービスおよび福祉サービスの提供体制の整備等
⑥相談体制の整備等
⑦研究等の推進等
⑧認知症の予防等

「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」基本施策
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「全般発作」

1 「強直発作」、「間代発作」、「強直間代発作」

ミニコラム
小児科

Mini Column
「てんかん発作」
C. 全般 (起始 )発作
～全身けいれんだけではない
さまざまな症状を示す発作～

vol.06

 三谷　納
みたに         おさむ福山市民病院

小児科 科長

今回は「てんかん発作」
の主症状の「全般(起始)発
作」について解説していき
ます。

前々回、総論で述べたように「全般発作」は大脳の両側全体が一気に興奮状態になるものです。
しばしば意識などを司る部分も興奮が巻き込まれますので意識障がいを伴うことが多いです。

いわゆる「全身けいれん」の事です。厳密にはこの 3
つに分かれます。「強直発作」は、口を硬く喰いしばり、
手足をピンと突っ張らせて硬直させる発作です。多くは
後に述べる「間代発作」へ移行します。単独で「強直発作」
のみを示すケースは比較的稀な部類に入ります。
私たちてんかん専門医が「強直発作」という言葉を使
う場合、特殊な症候群などの際に認める難治な発作を指
します。（ここではやや専門的なので、お話はしません）
「間代発作」は、手足をビクンッ・ビクンッ と一定の
リズムで曲げ伸ばしする発作です。
「強直間代発作」は前述の「強直相」に引き続き、「間
代相」へ移行するものです。発作が終了すると呼吸が
再開しますが、しばらく眠ったり、もうろう状態となっ
たりすることが多く認められます。発作終了後意識が
回復した後、嘔気・嘔吐・頭痛などを訴えることも少
なくありません。

2 欠神発作、非定型欠神発作(全般起始非運動発作)

欠神発作は幼児期～思春期に多い発作で、突然表情がなくなり
ぼんやりした目つきになる、動作停止する、反応しなくなるなどの
症状が起こります。時折まぶたをパチパチさせたり、口をモグモグ
させる症状が伴います。ごく短い時間（10秒前後～30秒程度）で症
状は戻りますが、１日に何度も起こることもあります。
持続時間が短いため周囲に気付かれなかったり、学校などでは
注意力がない・集中できないなどと思われていることがあります。
欠神発作は過換気で簡単に誘発されます。欠神発作を疑った場
合には、風車(かざぐるま)などをしばらく連続的に吹かしてみて
ください。
非定型欠神発作は症状は欠神発作同様ですが、難治なてんかん
症候群に合併することが多く、ここでは説明を省きます。

 図1　「全般(起始)発作」のイメージ図　
てんかんfor school 
https://www.tenkanfs.jp/　より引用

図2　A.強直発作(強直相)　B.間代発作(間代相)　C.発作終了時

図3　欠神発作

A

B

C

3 ミオクロニー発作

ミオクロニー発作は、手・足・体全体が突然、電
気が走ったように瞬間的に「ビクッ」とする症状
が起きます。連続して起こることもあり、ときに
前述の強直間代発作へ移行します。
朝寝起きから1時間以内に多く出現し、持って
いるものを落としたり、投げ飛ばしたりするこ
とがあります。食事中などにはヤケドなどに注
意しないといけません。
思春期以降の方で、強直間代発作を主訴に医療機
関受診された方には、実はミオクロニー発作をもっ
ているということはしばしば経験します。上記の症
状を発作とは自覚されていないことが多いので、医
療従事者は朝に身体・手をビクッとさせることがあ
るか、初診時に聞き出さないといけません。

図4　ミオクロニー発作

4 脱力発作(失立発作)

脱力発作は筋緊張の急激な低下により、全身
の力が急に抜けてしまう発作です。発作は一瞬
ですが、おしりや膝から下方向に崩れるように
倒れることもあるので、頭部打撲やケガなどに
注意する必要があります。

図5　脱力発作
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「全般発作」

1 「強直発作」、「間代発作」、「強直間代発作」

ミニコラム
小児科

Mini Column
「てんかん発作」
C. 全般 (起始 )発作
～全身けいれんだけではない
さまざまな症状を示す発作～

vol.06

 三谷　納
みたに         おさむ福山市民病院

小児科 科長

今回は「てんかん発作」
の主症状の「全般(起始)発
作」について解説していき
ます。

前々回、総論で述べたように「全般発作」は大脳の両側全体が一気に興奮状態になるものです。
しばしば意識などを司る部分も興奮が巻き込まれますので意識障がいを伴うことが多いです。

いわゆる「全身けいれん」の事です。厳密にはこの 3
つに分かれます。「強直発作」は、口を硬く喰いしばり、
手足をピンと突っ張らせて硬直させる発作です。多くは
後に述べる「間代発作」へ移行します。単独で「強直発作」
のみを示すケースは比較的稀な部類に入ります。
私たちてんかん専門医が「強直発作」という言葉を使
う場合、特殊な症候群などの際に認める難治な発作を指
します。（ここではやや専門的なので、お話はしません）
「間代発作」は、手足をビクンッ・ビクンッ と一定の
リズムで曲げ伸ばしする発作です。
「強直間代発作」は前述の「強直相」に引き続き、「間
代相」へ移行するものです。発作が終了すると呼吸が
再開しますが、しばらく眠ったり、もうろう状態となっ
たりすることが多く認められます。発作終了後意識が
回復した後、嘔気・嘔吐・頭痛などを訴えることも少
なくありません。

2 欠神発作、非定型欠神発作(全般起始非運動発作)

欠神発作は幼児期～思春期に多い発作で、突然表情がなくなり
ぼんやりした目つきになる、動作停止する、反応しなくなるなどの
症状が起こります。時折まぶたをパチパチさせたり、口をモグモグ
させる症状が伴います。ごく短い時間（10秒前後～30秒程度）で症
状は戻りますが、１日に何度も起こることもあります。
持続時間が短いため周囲に気付かれなかったり、学校などでは
注意力がない・集中できないなどと思われていることがあります。
欠神発作は過換気で簡単に誘発されます。欠神発作を疑った場
合には、風車(かざぐるま)などをしばらく連続的に吹かしてみて
ください。
非定型欠神発作は症状は欠神発作同様ですが、難治なてんかん
症候群に合併することが多く、ここでは説明を省きます。

 図1　「全般(起始)発作」のイメージ図　
てんかんfor school 
https://www.tenkanfs.jp/　より引用

図2　A.強直発作(強直相)　B.間代発作(間代相)　C.発作終了時

図3　欠神発作

A

B

C

3 ミオクロニー発作

ミオクロニー発作は、手・足・体全体が突然、電
気が走ったように瞬間的に「ビクッ」とする症状
が起きます。連続して起こることもあり、ときに
前述の強直間代発作へ移行します。
朝寝起きから1時間以内に多く出現し、持って
いるものを落としたり、投げ飛ばしたりするこ
とがあります。食事中などにはヤケドなどに注
意しないといけません。
思春期以降の方で、強直間代発作を主訴に医療機
関受診された方には、実はミオクロニー発作をもっ
ているということはしばしば経験します。上記の症
状を発作とは自覚されていないことが多いので、医
療従事者は朝に身体・手をビクッとさせることがあ
るか、初診時に聞き出さないといけません。

図4　ミオクロニー発作

4 脱力発作(失立発作)

脱力発作は筋緊張の急激な低下により、全身
の力が急に抜けてしまう発作です。発作は一瞬
ですが、おしりや膝から下方向に崩れるように
倒れることもあるので、頭部打撲やケガなどに
注意する必要があります。

図5　脱力発作
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5月25日~27日に岡山市で第65回日
本小児神経学会学術集会が開催されま
した。
移動などに制限がなくなったため私
のようにてんかんや発達障がいなど小児
神経を専門としている医師が全国から現
地参加されていました。私は1、2日目に
参加し、ポスター発表を行いました。
27日は私の師である伊予田邦昭先
生(福山市こども発達支援センター初
代所長)にお声がけいただき、倉敷市で
療育施設の職員さん等を中心にレク
チャーをさせていただく機会をいただ
きました。
たくさんの著明な先生と久々にお話
できたり、新たな出会いもありかなり
刺激をうけました。福山の地から何ら
かの形で全国のみなさんに貢献できる
ように頑張っていきたいと思います。

いかがでしたか？いつもボリュームたくさんで、広報の方々にはご迷惑をおかけしています。コラムをここまで書いていて、
実際にみなさんに伝えるということがいかに難しいことか、ひしひしと実感しております。たまたまこのコラムを見つけてい
ただいた医療従事者の方が、このコラムを利用して患者さんへの説明へ役立ててくだされば、本望です。
次回はどのようにして診察していくのか、どのような検査が必要となるのかをご紹介します。

追 記

vol.06小児科ミニコラム

5 点頭発作（てんかん性スパズム）

乳幼児において、もっとも注意しなければならない発
作です。
寝かけや寝起きの際に、1回1秒～数秒程度の頭を前屈
させてうなづくような仕草や、手足を折り曲げてお辞儀
をするような動作、驚いたように手足に力が入り広げる
ような動作を主な症状とし、5-10秒間隔で数回～数十回
繰り返す（シリーズ形成といいます）発作を点頭発作と
いいます。
　点頭発作を主症状とする「てんかん」を『点頭てんかん
(ウエスト症候群)』は『発達性てんかん性脳症』と呼ば
れ、発作による脳へのダメージが深刻で、発症すると次
第にあやし笑いしなくなったり、表情が乏しくなった
り、首のすわりやおすわりなど、今までできていたこと
ができなくなる(退行)が起きます。後遺症として重篤な
発達への影響をもたらしますので早期発見・早期治療介 図6 点頭発作

入が重要となります。当院では投薬で効果が見られない
場合にも、ホルモン剤を注射する治療（ACTH療法）など
も入院加療で行っています。
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5月25日~27日に岡山市で第65回日
本小児神経学会学術集会が開催されま
した。
移動などに制限がなくなったため私
のようにてんかんや発達障がいなど小児
神経を専門としている医師が全国から現
地参加されていました。私は1、2日目に
参加し、ポスター発表を行いました。
27日は私の師である伊予田邦昭先
生(福山市こども発達支援センター初
代所長)にお声がけいただき、倉敷市で
療育施設の職員さん等を中心にレク
チャーをさせていただく機会をいただ
きました。
たくさんの著明な先生と久々にお話
できたり、新たな出会いもありかなり
刺激をうけました。福山の地から何ら
かの形で全国のみなさんに貢献できる
ように頑張っていきたいと思います。

いかがでしたか？いつもボリュームたくさんで、広報の方々にはご迷惑をおかけしています。コラムをここまで書いていて、
実際にみなさんに伝えるということがいかに難しいことか、ひしひしと実感しております。たまたまこのコラムを見つけてい
ただいた医療従事者の方が、このコラムを利用して患者さんへの説明へ役立ててくだされば、本望です。
次回はどのようにして診察していくのか、どのような検査が必要となるのかをご紹介します。

追 記

vol.06小児科ミニコラム

5 点頭発作（てんかん性スパズム）

乳幼児において、もっとも注意しなければならない発
作です。
寝かけや寝起きの際に、1回1秒～数秒程度の頭を前屈
させてうなづくような仕草や、手足を折り曲げてお辞儀
をするような動作、驚いたように手足に力が入り広げる
ような動作を主な症状とし、5-10秒間隔で数回～数十回
繰り返す（シリーズ形成といいます）発作を点頭発作と
いいます。
　点頭発作を主症状とする「てんかん」を『点頭てんかん
(ウエスト症候群)』は『発達性てんかん性脳症』と呼ば
れ、発作による脳へのダメージが深刻で、発症すると次
第にあやし笑いしなくなったり、表情が乏しくなった
り、首のすわりやおすわりなど、今までできていたこと
ができなくなる(退行)が起きます。後遺症として重篤な
発達への影響をもたらしますので早期発見・早期治療介 図6 点頭発作

入が重要となります。当院では投薬で効果が見られない
場合にも、ホルモン剤を注射する治療（ACTH療法）など
も入院加療で行っています。

1

2

Fukuyama City HospitalNEWS

薬剤師外来専用ブースを開設しました。 薬剤科 次長　森光 保武

退任医師紹介

■救急科 医師　横山 龍人
6月30日をもって退任されました。先生の益々のご活躍をお祈りしております。

　この度、念願の薬剤師外来専用ブースを開設することになりました。薬剤師外来はまだまだ認知
度が低く「薬剤師外来って何？一体何をするの？」と思われる方が多いと思いますので、薬剤師外
来について説明させていただきます。
　薬剤師外来では外来で始まる経口抗がん薬治療に対する初回説明と開始後のフォローアップ面
談を行います。初回説明は薬と患者さんの状況を確認し、開始時の注意点を中心に説明を行いま
す。開始後のフォローアップ面談は医師診察前に血液検査等の待ち時間を利用して、服用後の患者
さんの状況確認と副作用対策などの提案を行います。分からないことや困っていることなどがあ
ればご相談ください。少しだけブースは狭めですが、これから業務を充実させ、薬物治療の質の向
上に貢献したいと考えています。
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今年はタイミングよく、
リハビリ公園の桜が満開でした。

保育園近くの“どんぐりスポット”は、自然いっぱいで
子どもたちも大好きな場所です。
保育士と手を繋いで歩くのも上手になってきました。
みんなで車が来ていないか確認をしながら、
簡単な交通ルールも学べたらと思っています。

みんなの笑顔も満開♪

みんな、ここから見る
景色が大好きです。

はるのおさんぽはるのおさんぽ

タンポポ、み～つけたタンポポ、み～つけた

バス見えたバス見えた

♪

！
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今年はタイミングよく、
リハビリ公園の桜が満開でした。

保育園近くの“どんぐりスポット”は、自然いっぱいで
子どもたちも大好きな場所です。
保育士と手を繋いで歩くのも上手になってきました。
みんなで車が来ていないか確認をしながら、
簡単な交通ルールも学べたらと思っています。

みんなの笑顔も満開♪

みんな、ここから見る
景色が大好きです。

はるのおさんぽはるのおさんぽ

タンポポ、み～つけたタンポポ、み～つけた

バス見えたバス見えた

♪

！

患者さん・ご家族が体験したこ
と、日頃感じる思いや不安・心
配な気持ちを同じ立場で語り合
う会です。医療スタッフによる
ミニレクチャーも行っています。

    福山市民病院外来診療担当表

がん患者サロン「おしゃべり会」
アピアランスケア相談会のご案内

2023 年 6 月より現地での開催を再開しました。

    管理者室より

最新の外来診療担当表を掲載してい
ます。
こちらからご覧ください。

当院病院事業管理者 高倉範尚先生からのメッ
セージをホームページでご覧いただけます。月に
1回程度更新しています。ぜひご覧ください。

がん治療で外見に変化が生じた
患者さん・ご家族を対象に、医
療用ウィッグやストーマ用品、
カバーメイク、補正下着などの
展示・相談を行います。がん治
療で外見にお困りの方どなたで
も参加いただけます。お気軽に
お越しください。

日　時：2023年7月25日（火）
　　　　14：00 ～ 15：00
内　容：がん情報との向き合い方
場　所：当院西館1階 がん相談支援センター
対象者：がん患者さんおよびご家族
　　　　（院外患者参加可）
参加希望の方はがん相談支援センターへご連絡ください。
T E L ：084-941-5151（代表）

日　時：2023年8月17日（木）
　　　　14：00 ～ 15：00
場　所：当院西館1階 Hall Core（ホール コア）
対象者：がん患者さんおよびご家族
　　　　（院外患者参加可）

がん患者サロン「おしゃべり会」

アピアランスケア相談会

9月以降の開催予定はこちらからご覧ください。

8月以降の
開催予定はこちらから
ご覧ください。
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南玄関及び一部診察室の
場所が変わります

南玄関及び一部診察室の
場所が変わります

本館改築工事のため、南玄関の位置が変わります。
また、眼科、乳腺甲状腺外科の診察室も移動します。

お知らせ

南　　　玄　　　関：2023年（令和５年）７月３１日（月）より位置が変わります。
眼 科 診 察 室：2023年（令和５年）７月２２日（土）より移動します。
乳腺甲状腺外科診察室：2023年（令和５年）７月３１日（月）より移動します。

ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。


